






副腎皮質ステロイドホルモン(ス剤)が喘息の治療に卓効を示し,現在本剤無しに難治性重

症喘息児の治療は不可能と云っても過言ではない。一方頻用・乱用な重篤な副作用を惹き

起こす事は広く指摘されているし,喘息難治化の原因であるとの警告もある｡適応,投与法

の合理化が求められる｡適応についても以前行なった全国 76 施設のアンケート調査で夫々

の研究者,臨床家が百人百様と云っても良い程に独自の使用基準を持っている。 


